研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑２Ｆ介護Aグループ　　職　種　介護福祉士　　氏　名　中城　真琴

	期　　間　　平成21年10月18日　～　平成21年10月18日

	出張目的　第18回　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

　私は今年、新人時代に参加して以来5年ぶりにこの研究発表会に参加させて頂きました。ただ他施設の取り組みを聴き学ぶということのみではなく、私たちのグループの研究を発表するという機会を与えられ無事に発表を終えることができました。

今回、私たちが設定した研究は排泄ケア、特にオムツ交換の方に対するアプローチに着目しオムツ交換からトイレ誘導へ移行する取り組みについて研究しました。そして、数段階のアプローチを行い、オムツ交換者20名中6名がトイレでの排泄が継続可能であるという結果となりました。取り組み以前は、定時と個々の利用者様の排泄量を分析し設定した交換時間を元にオムツ交換を行っていましたが、オムツ交換者の中にも実は尿意・便意を感じることができているのではないか、ただその意思を伝えることができていないのではないかなどの気付きから、利用者様の視点でとらえ排泄ケアを見直すことへ繋がりました。分析を進めていくうちに明らかとなってきたことは、職員の考え方や接し方が深く関わっていたということでした。「尿意・便意がない=尿意・便意は消失してしまった」その為にオムツ交換対応となっているという誤った認識から、疑問を持つことなくトイレで排泄できるかもしれないという考えに至らなかったこと、何らかのしぐさで尿意という感覚を訴えていたのにそれを読み取ることができていなかったのではないかなど考えさせられることがたくさんありました。取り組み後、職員への意識調査を実施したところ、偏った考えでケアをしていたこと、今までオムツ交換であった方がトイレで排泄できたことに関して職員自身もやりがいや喜びを感じていることなどが数値として表れていました。また、トイレでの排泄が、結果的に表情の変化を生んだことや離床への取り組みへと繋がったなど周辺にも効果をもたらしたことも認められ、排泄ケアを見直したことが、利用者様の生活全体へも影響を与えることができたと発見することができました。利用者様もそれまではトイレでの排泄に不安があったり、尿意を訴えることができなかった方が、移行後には定時に自らトイレでの排泄を希望しにこられるなど定着してきている様子がみえ、『トイレで排泄できる』という利用者様の自信に繋がっているようにも感じます。職員の視点として、とらわれた考え方を捨て、利用者様の日々の観察と状態変化を読み取る技術・知識・観察力、また利用者様の本音を引き出すことのできる環境を提供することが必要であると感じます。また、排泄ケアのみでなくケア全般においても偏った視点がないかなど意識しながら、職員が意見交換を行い、細めにコミュニケーションを図っていくことが重要であると思います。このような意識を持つことができるよう、呼びかけに努めていきたいと思います。

　他施設の演題として興味深かったものが3例ありました。

1 介護老人福祉施設　寿幸園「『和のビデオ体操』が施設利用者の身体機能および生活に与える影響」　『和のビデオ体操』の『和』には、「輪になり和気あいあいと交流を」という意味がこめられているそうです。この取り組みは機能訓練指導員が主となり実施しています。現在、南山苑では介護職員も日々レクリエシーションの提供を行っておりますが、その他の業務に追われている・マンネリ化している現状があります。そのような中でも、このように音楽に合わせて楽しみながら自然と運動・体操ができているという取り組みは興味深いものがありました。認知症がある為に、手工芸やゲームなどのルールを理解できず集団に馴染めない、個別でのアプローチのみとなってしまうなどの傾向にある方もいらっしゃいます。しかし、日頃、言葉は分からなくても音楽がかかると自然とリズムをとる姿や口ずさむ様子をみると音楽をきくことが刺激になっているのだと実感できます。寿幸園では、このビデオ体操がかかり、歌が得意な方は歌を、身体を動かしたい方は体操を、手拍子ができる方は手拍子を･･･など利用者様が得意なこと、できることを自ら行っているということから利用者様が満足感を感じて自ら参加することができているという結果が出ているようです。まずは、レクリエーションを行う意味を再確認し、日頃から行っているレクリエーションについて見直し何か工夫することができないかなどを検討していく必要があると感じています。

2 ショートステイやすかた「嚥下障害のある利用者様への取り組み

～ショートと在宅の連携において～」

　　嚥下機能低下によりミキサー・トロミ食の利用者が在宅生活を送るにあたり、在宅でも実施可能な嚥下訓練の取り組みを行い、在宅生活を支援していくというものでした。私自身、入所配属となってからは、食事担当として利用者様の嚥下・咀嚼状態・食形態などについて他職員と共に日々観察・検討をする日々です。最近になり集団としてですが、食前の嚥下体操が定着してきました。その日の人員調整により実施困難な場合や職員の意識の点からなかなか定着していませんでしたが、短時間でも継続して行うことの必要性を何度も説明し呼びかけることで職員の意識にも違いが見え始めたと感じています。更に嚥下体操を集団と個別で実施していくことができればより良いアプローチになるのではないかと考えています。今年度、私自身、誤嚥による事故・肺炎を発症してしまった利用者様をみてきました。原因として食事形態が適切でない、利用者様の身体レベルの低下などが挙げられると思います。可能であれば、経口摂取できるうちはできるだけ安全においしく楽しめるよう食生活を提供したいと感じています。そして施設でも在宅でも、食事は生命に大きく関わり、その危険を回避・軽減するために何をすることが必要であるかを考えることが重要だと思いました。毎食の観察や気付いた点は職員同士で情報共有しすばやい行動と安全安心な食事を提供していきたいと思います。

　

③グループホーム　あしたばの家　「もったいない精神からエコ活動へ」

　日々出るゴミの中からエコ活動ができるものを集めエコロジーへの取り組みを行ったそうです。牛乳パックやペットボトルのリサイクル、新聞紙の様々な利用方法など利用者様と一緒に行い、利用者様に方法を考えてもらいながら実施したとのこと。南山苑では牛乳パックなど利用した手工芸を行うことはありますがゴミの処理は職員が行っており利用者様が携わることはほとんどありません。また、認知症がある為、再利用する意味を理解できない方もいらっしゃると思います。

ここで感じたのは、エコ活動をすることで利用者様自身が主体となり、身体を動かし脳で考えることができているということでした。エコにはひとつひとつ意味があり、きちんと分別することや形を切りそろえるなどの作業が必要です。エコロジーを率先して取り入れたということよりも、その行為を利用者様と行うことが自然と利用者様の残存能力を活かしリハビリに繋がっているということに意味を感じました。南山苑でも利用者様に洗濯物干しなどの軽作業を一緒に行って頂いていますが、生活の中のほとんどの作業は職員が行っている現状にあります。もちろん仕事として職員が行うべきことではあると思いますが、例えば洗濯であれば、利用者様がやりたい・やってあげたいという気持ちがある、掃除が得意だったからゴミを集めるという得意なことや気持ちを日常生活行為の中で活かす援助が必要ではないかと感じます。強制ではなく快く参加して下さる方や身体的に可能である方など限られてくるとは思いますが、職員が全て行うのではなく一緒に行いうことで、やりがいなどの気持ちを引き出し残存能力を維持・向上させることに繋がるのではないかと思います。日々の業務を行う上で、視点をかえることの大切さを感じました。

＜研修要旨＞

『「和のビデオ体操」が施設利用者の身体機能および生活に与える影響』

介護老人福祉施設　寿幸園

目的:機能訓練指導員のみの体操や運動などの提供は頻度が限られており、多職種と協働しテレビをみながら低負荷の体操を行なえる「和のビデオ体操」を考案した。歌と踊り(体操)を組み合わせ、楽しみながら身体機能向上を目指したいと考えた。

対象:施設利用者の中で、6週間継続して参加された12名。

方法:《ビデオ構成(3～5/週、1回20分)》

1 ウォーミングアップ(準備体操)→②柔軟性と敏捷性運動→③クーリング運動(整理運動)

　　《身体機能の測定項目》

1 関節可動域　②棒落下テスト　③主観的疲労感の測定(初回と最終回)　④体操後のアンケート

結果:○個人差はあるが全体的に柔軟性と敏捷性の向上及び疲労感の軽減がみられた。

○利用者からも、身体が軽くなった、食事がおいしく感じられたなどの感想がきかれた。

　　○自然排便が促された。

『嚥下障害のある利用者様への取り組み～ショートと在宅の連携において～』

ショートステイやすかた

目的:施設入所者が在宅生活をするにあたり、嚥下訓練を在宅でも行えるよう引き継いだ取り組み。

対象:男性76歳　

病名:急性肺炎、症候性てんかん、廃用症候群　

1週間ごとにショートステイと在宅生活を繰り返している。

方法:在宅介護においても続けて出来る嚥下訓練の実践・指導

　　嚥下訓練チェック表の作成

結果:○施設内で嚥下訓練を実施する他に、在宅でも個別に訓練することで利用者の嚥下機能に若干の向

上が見られ始めたが、うまく動かない部分もあり現在でも継続中である。

　　○利用者・家族・スタッフが関わることができた。

『もったいない精神からエコ活動へ』

グループホーム　あしたばの家

目的:エコロジーについて何か活動ができるのではないかと考えた。

方法:牛乳パックやペットボトルなどの再利用

　　古いタオル・シーツで雑巾作り

結果:○利用者の「もったいない」という気持ちからエコロジー活動が定着した。

　　○だれかの役に立っているという意識の変化がみられ進んで活動するようになった。
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